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お わ り に
本研究は高齢者福祉施設において実習時に
実習生の「相談援助」の体験における現状と
課題を整理し、その課題に対する若干の考察
にとどまった。今後の課題として、学生に対
して「相談援助のイメージ」の把握をするこ
とと実習指導者に対して「相談援助」を体験
するために必要な社会常識やマナーとは何か
を整理する必要がある。
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